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(54)【発明の名称】 ディスプレイ装置の製造方法

(57)【要約】
【課題】  装置内の重複する構成部品を減らし、コスト
を減らし、光学品質を改善し、より堅牢な、一体式抵抗
膜方式タッチスクリーン／ＯＬＥＤディスプレイの改善
された製造方法を提供する。
【解決手段】  基体の一方の側にあるフィルム上に形成
されたＯＬＥＤディスプレイおよび前記基体のもう一方
の側にあるフィルム上に形成されたタッチスクリーンか
らなる二種類の構成部品を有するディスプレイ装置の製
造方法であって、前記ＯＬＥＤディスプレイが高温に対
して感受性を有する構成部品を含み、基体の一方の側
に、構成部品の一つを部分的に形成すること、前記部分
的に形成された構成部品の上にプロテクタを適用するこ
と、基体のもう一方の側に、ディスプレイ装置の別の構
成部品を形成すること、前記プロテクタを除去するこ
と、そして基体の前記一方の側に、前記一つの構成部品
の形成を完了各工程を含んで成るディスプレイ装置の製
造方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基体の一方の側にあるフィルム上に形成
されたＯＬＥＤディスプレイおよび前記基体のもう一方
の側にあるフィルム上に形成されたタッチスクリーンか
らなる二種類の構成部品を有するディスプレイ装置の製
造方法であって、前記ＯＬＥＤディスプレイが高温に対
して感受性を有する構成部品を含み、ａ）基体の一方の
側に、構成部品の一つを部分的に形成すること、
ｂ）前記部分的に形成された構成部品の上にプロテクタ
を適用すること、
ｃ）基体のもう一方の側に、ディスプレイ装置の別の構
成部品を形成すること、
ｄ）前記プロテクタを除去すること、そして
ｅ）基体の前記一方の側に、前記一つの構成部品の形成
を完了する
各工程を含んで成るディスプレイ装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は共通基板と共に、フ
ラットパネルディスプレイ上に抵抗線型タッチスクリー
ンを製造する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子デバイスは、一般的に、計算エンジ
ン、ディスプレイ、及びユーザーの入力に応答する対話
式装置を含む。例えば、コンピュータは、計算回路、表
示用ディスプレイ、およびユーザー入力に応答するキー
ボードおよびマウスを含むことができる。第二の例とし
て、携帯情報端末(PDA)は、計算回路、ＬＣＤディスプ
レイ、およびいくつかのボタンと一緒にＬＣＤ上に形成
されたタッチスクリーンを含む。多くの電子デバイス、
特にモバイル用デバイス、小型デバイス、再プログラム
可能なインターフェースを必要とするデバイス、または
堅牢且つ簡単なユーザー対話式機構を必要とするデバイ
スは、このデバイスにユーザー対話能力を付与するため
にディスプレイ上に配置されたタッチスクリーンに頼っ
ている。
【０００３】抵抗線式、音響式、及び赤外線式等の多く
のタッチスクリーン技法がある。これらは、一般的にＣ
ＲＴスクリーンまたはＬＣＤスクリーン上に置かれて、
二つのパーツから構成された１つの構成部品において、
必要な対話機能を提供する。一般的にディスプレイ（例
えば、ＣＲＴまたはＬＣＤ）が製造される場合、タッチ
スクリーンは別個に作成される。ディスプレイおよびタ
ッチスクリーンが製造された後、それらを共通のハウジ
ングに集積させて、完成した電子デバイスに組み込むこ
とができる一つの構成部品を提供する。
【０００４】抵抗線式タッチスクリーンは、特定の厚
み、均一性および抵抗率を有する抵抗性膜（一般的に、
インジウムスズ酸化物(ITO)）を塗布した基体上に組み
込まれる。抵抗膜方式タッチスクリーン材料、例えば、
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スペーサー、導電性フィルム等は、塗布された基体上に
注意深く形成され、抵抗膜方式タッチスクリーンを創出
する。ディスプレイと組み合わせると、この多層構成は
中間層反射のためにディスプレイ装置単独よりも劣った
光学特性を有し、重複する製造工程および重複する構成
部品を有する。さらに、構成部品を一体化させる追加の
工程によって、完成する装置の製造コストが上昇する。
ディスプレイ装置およびタッチスクリーン装置の製造工
程は当該技術分野では周知であり、今日、種々の製造業
者から製品を購入することができる。例えば、Beeteson
等の米国特許第5,795,430号（1998年8月18日発行）に
は、面板上に施されそしてタッチスクリーンの接合に用
いられる接着材料が記載されている。
【０００５】有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）をベース
にした新規なクラスのディスプレイ装置は、基体上にパ
ターン化導電性材料および有機材料を置くことによって
形成する。この基体は、抵抗線式タッチスクリーンのた
めに用いられる基体と同じになることができる。さら
に、パターン化導電性材料のために用いるいくつかの材
料は、抵抗性フィルムのための材料と類似するかあるい
は同じものであるが、その均一性、厚みおよび抵抗率が
変わる。パッシブマトリックスＯＬＥＤディスプレイ
は、基体上に形成された導電性材料をパターン形成する
ことによって作成される。アクティブマトリックスＯＬ
ＥＤディスプレイは、典型的に、薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）回路を含む半導体材料上に、導電性材料をパター
ン形成することによって作成される。
【０００６】ＴＦＴは基体上に形成される。ＯＬＥＤデ
ィスプレイの場合、導電性材料は理想的には低抵抗率フ
ィルムであるが、タッチスクリーンの場合、コントロー
ルされたより高い抵抗率のフィルムを用いる。一旦、導
電性パターンが形成されると、有機材料が置かれ、その
後、残りの導電性素子、平面化層および当該技術分野で
公知の他の層が続く。接続パッドは導電性パターンの一
部として規定され、当該装置が封入された後、ケーブル
にワイヤボンディングされる。ＯＬＥＤディスプレイ装
置を作成するプロセスは、集積回路工業でありふれた、
周知の、フォトリソグラフ、付着、ボンディング、およ
び封入法を用いる。しかし、ＯＬＥＤディスプレイとタ
ッチスクリーンとを別々に製作し、その後それらを通常
のマウントを使って一緒にする従来の実施では、タッチ
スクリーン内の追加の層がディスプレイのブライトネス
を低下させ、タッチスクリーンの層からの追加の内部反
射のためにディスプレイの光学品質が低下し、そして２
つの基体を必要とするためにコストが追加され、そして
２つの要素をためにハウジングが複雑になるという問題
がある。
【０００７】
【特許文献１】米国特許第6,163,313号
【特許文献２】米国特許第5,795,430号
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【特許文献３】米国特許第5,739,479号
【特許文献４】米国特許第5,605,595号
【特許文献５】米国特許第6,424,094号
【特許文献６】米国特許出願公開第2002-0,186,208号
【特許文献７】米国特許出願公開第2002-0,186,209号
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】従って、装置内の重複
する構成部品を減らし、コストを減らし、光学品質を改
善し、そしてより堅牢な、一体式抵抗膜方式タッチスク
リーンおよびＯＬＥＤディスプレイの改善された製造方
法の必要性がある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この要望は、基体の一方
の側にあるフィルム上に形成されたＯＬＥＤディスプレ
イおよび前記基体のもう一方の側にあるフィルム上に形
成されたタッチスクリーンからなる二種類の構成部品を
有するディスプレイ装置の製造方法であって、前記ＯＬ
ＥＤディスプレイが高温に対して感受性を有する構成部
品を含み、基体の一方の側に、構成部品の一つを部分的
に形成すること、前記部分的に形成された構成部品の上
にプロテクタを適用すること、基体のもう一方の側に、
ディスプレイ装置の別の構成部品を形成すること、前記
プロテクタを除去すること、そして基体の前記一方の側
に、前記一つの構成部品の形成を完了する各工程を含ん
で成るディスプレイ装置の製造方法を提供する本発明に
従って解決される。
【００１０】
【発明の実施の形態】図１では、二つの平行する平らな
側面を有する基体１００（一般的に、ガラスまたは硬質
ポリマー）をＯＬＥＤディスプレイ１０２と、抵抗膜式
タッチスクリーン１０４のとの両方に用いる。ＯＬＥＤ
ディスプレイ１０２は基体１００および抵抗膜式タッチ
スクリーン１０４を通して発光する。ＯＬＥＤディスプ
レイ１０２は、当該技術分野で知られているように、導
体を提供するようにパターン形成された導電性フィルム
１１０上に形成される。パッシブマトリックスＯＬＥＤ
ディスプレイの場合、導電性フィルムは基体１００上に
直接形成される。アクティブマトリックスＯＬＥＤディ
スプレイの場合、導電性フィルムは薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）回路上に形成され、このＴＦＴ回路は基体１
００上に前もって形成されている。抵抗膜式タッチスク
リーン１０４は、当該技術分野で知られているように、
均一な抵抗性フィルム１１２上に形成される。本明細書
で用いる「導電性フィルム」は、ＯＬＥＤデバイス内に
導体を形成するようにその後パターン化されるフィルム
をいい、「抵抗性フィルム」は、抵抗膜式タッチスクリ
ーンに用いられるフィルムをいう。導電性フィルムおよ
び抵抗性フィルムは、同じような方法で形成される類似
の材料となることができ、これら材料および形成方法
は、用途によって必要とされるフィルムにおいて、より
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高い導電性またはより低い導電性と成るように変わるこ
とは理解されよう。ディスプレイを駆動させ、ディスプ
レイのオペレータからの入力を受け取るために、コネク
タ１０６および１０８が、ＯＬＥＤディスプレイ１０２
およびタッチスクリーン１０４にそれぞれ用意されてい
る。
【００１１】伝統的に、抵抗性／導電性フィルム（通
常、インジウムスズ酸化物(ITO)）は高温（例えば、２
００℃以上）で形成される。ＯＬＥＤ材料がそのような
高温に暴露されると、それらの性能（寿命、安定性、色
特性）が悪影響を受ける場合がある。従って、高温抵抗
性／導電性フィルム付着工程を、ＯＬＥＤ材料が付着す
る前に行うことが好ましい。共通基体上にフラットパネ
ルディスプレイとタッチスクリーンとを作成する場合、
一つの可能な解決方法は、ＯＬＥＤディスプレイおよび
タッチスクリーンの両方の場合において、ＯＬＥＤ材料
の付着の前に、高温付着工程を実施することである。残
念なことに、ＯＬＥＤフラットパネルディスプレイおよ
びタッチスクリーンを製造するのに用いられる従来のハ
ンドリング装置は、裏面から基体と接触して、前もって
形成された抵抗性フィルムに損傷を与える可能性があ
る。さらに、完全なタッチスクリーンが基体の一方の面
上に前もって形成されているとすると、ＯＬＥＤディス
プレイを製造するのに用いられるハンドリング装置は正
確に機能しないであろう。
【００１２】図２では、本発明の一つの態様に従って、
二つの平行する面を有する透明な基体が用意される１
０。高温スパッタリングを含む（但しこれに限定されな
い）従来の技法を使って、基体の第一面上に抵抗性フィ
ルムが形成される１２。次に、プロテクタ、例えば、二
酸化ケイ素の層等またはフォトレジストを基体の第一面
上にある抵抗性フィルムの上に適用する１４。あるい
は、図３では、基体に対して類似の特性を有する、薄
い、平坦な保護装置１１４を、それを保護するために除
去可能な接着剤を使って、抵抗性層１１２全体にわたっ
て基体１００に貼り付けることができる。例えば、一方
の面に提供される、キャビティ１１６を有する再利用可
能なガラスカバープレートを用いて、抵抗性材料を保護
することができる。
【００１３】図２に戻って、その後、基体の反対側にＯ
ＬＥＤディスプレイを形成する１６。ＯＬＥＤ材料は、
基体上に未だ置かれていないので、ＯＬＥディスプレイ
を形成する通常のプロセスを用いることができる。パッ
シブマトリックスデバイスの場合、導電性ITOフィルム
を高温スパッタリング技法を使って付着させる。アクテ
ィブマトリックスデバイスの場合、半導体材料を形成
し、基体のＯＬＥＤディスプレイ側上にパターン化し、
そして高温スパッタリング技法を用いる導電性ITOフィ
ルムが続く。導電性ITOフィルムを形成させた後、パッ
シブマトリックスまたはアクティブマトリックスのいず
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れの場合も、ＯＬＥＤ材料を低温技法を用いて付着さ
せ、パターン化させる。一旦、ＯＬＥＤディスプレイが
完成すると、プロテクタを取り除き１８、そして、抵抗
性層１１２の上にタッチスクリーン１０４を完成させる
２０。
【００１４】あるいは、パッシブマトリックスＯＬＥＤ
ディスプレイの場合、導電性フィルムを最初に形成して
保護し、もう一方の側に接触感知スクリーンを形成し、
プロテクタを除去し、そして、最後にＯＬＥＤディスプ
レイを完成させてもよい。
【００１５】本発明のさらに別の態様では、パッシブマ
トリックスＯＬＥＤディスプレイの場合、導電性フィル
ムを最初に形成して、そしてパターン化し、有機材料を
付着させる前のその後の全ての工程を完了させる。その
後、プロテクタを部分的に完成したＯＬＥＤディスプレ
イの上に適用する。その後接触感知スクリーンを基体の
反対側に形成する、これには抵抗性フィルムの付着も含
む。そしてプロテクタを取り除き、ＯＬＥＤディスプレ
イを完成させる。
【００１６】本発明のさらに別の態様では、アクティブ
マトリックスＯＬＥＤディスプレイの場合、薄膜トラン
ジスタ回路および導電性フィルムを最初に形成して、そ
してパターン化し、有機材料を付着させる前のその後の
全ての工程を完了させる。その後、プロテクタを部分的
に完成したＯＬＥＤディスプレイの上に適用する。その
後接触感知スクリーンを基体の反対側に形成する、これ
には抵抗性フィルムの付着も含む。そしてプロテクタを
取り除き、ＯＬＥＤディスプレイを完成させる。
【００１７】 *
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*【発明の効果】本発明は一体式のＯＬＥＤディスプレ
イ、抵抗膜方式タッチスクリーン装置を組み込むのに要
する構成部品の数を減らし、製造工程の数を減らし、製
造コストを減らし、ディスプレイおよびタッチスクリー
ン装置の合計サイズを小さくし、そして優れた光学特性
を提供するという利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明に従って製造することができる
一体式ディスプレイ装置の断面図を示す。
【図２】図２は、本発明の製造工程のフローチャートを
示す。
【図３】図３は、本発明の一つの態様に従って用いるプ
ロテクタの断面図を示す。
【符号の説明】
１０…基体を用意する行程
１２…抵抗性フィルム形成工程
１４…プロテクタ適用工程
１６…ＯＬＥＤディスプレイ形成工程
１８…プロテクタ除去工程
２０…タッチスクリーン完成工程
１００…基体
１０２…ＯＬＥＤディスプレイ
１０４…タッチスクリーン
１０６…コネクタ
１０８…コネクタ
１１０…導電性フィルム
１１２…抵抗性フィルム
１１４…プロテクタ
１１６…キャビティ

【図１】 【図３】
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